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研究実績 

の概要 

【背景】 

日本では2005年には発達障害者支援法が施行され、2016年に同法の一部が改正された。

これらにより、子どもの発達障害に関する理解や認識が広がり、発達障害児とその家族

への支援体制は急速に整えられている。しかし、現在子育てをしている母親の幼少期

は、発達障害についてあまり知られていなかった時期であり、診断や支援を受けて育っ

ていない者が多い。注意欠如/多動症（以下、AD/HD）は、同法の中で、自閉症、アスペ

ルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害とともに発達障害に位置づけられてい

る。欧米においては、自身が AD/HD症状をもつ母親の育児について研究が進んできてお

り、AD/HD症状をもつ母親は、自身の子どもに対して否定的なかかわりをする傾向にあ

ることが報告されている。その一方、自身の AD/HDと診断された子どもとは良好なかか

わりをしているという報告もある。日本においては、AD/HD症状をもつ母親の子育てに

関する研究が少なく、欧米と同様の傾向にあるかどうかは不明である。 

 

【目的】 

 注意欠如/多動症（AD/HD）と診断された子どもをもつ母親の子育て困難感に関して、 

 AD/HD症状をもつ母親ともたない母親を比較すること 

 

【対象】 

AD/HDと診断された子どもをもつ母親 

【方法】 

１．発達障がいの子どもの家族会や放課後等デイサービス等に、依頼書（説明文）を 

送付する。 

２．研究協力の回答が得られた家族会や施設にて、QRコード付きの調査依頼書・ 

説明文を配布してもらう。対象者には、QRコードからの Web回答をしてもらう。 

QRコード・URL付きの調査依頼書（説明文）を配布し、Webでの回答を求める。 

※ 次ページに続く 
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の概要 

 

【調査内容】 

１．母親の特性： 

年齢、職業の有無、配偶者の有無、AD/HDの診断・症状の有無、AD/HD以外の発達 

障がい症状の有無、子どもの数、AD/HDと診断された子どもの年齢・性別・併存する

発達障がいの有無 

２．子育て困難感 

３．子育てサポートの有無・サポートニーズ 

【結果】 

現在調査中である。 
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